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第１回 みよし市みどりと景観計画策定委員会 会議録 

開催日時 令和４年１２月１日（木）午後２時から午後４時２０分まで 

開催場所 みよし市役所 ６階 ６０１会議室 

出席者 

【委 員】 

愛知県立芸術大学 教授     水津 功 

特定非営利活動法人 理事 

名古屋工業大学 研究員     三矢 勝司 

高嶺行政区区長         岡本 良弘 

商工会会長           鰐部 兼道 

工業経済会会長         竹村 勉 

公募市民            大野 貴子 

公募市民            清原 信 

公募市民            櫻井 直子 

公募市民            田中 邦明 

公募市民            永田 七海 

公募市民            松井 志夫 

 

【事務局】 

都市建設部      部長   久野 恭司 

           次長   舟橋 伸幸 

      都市計画課 課長   近藤 健 

            副主幹  岡本 祐嗣 

            副主幹  小野 裕哉 

            技師   御喜田 早帆 

      公園緑地課 課長   石川 重之 

 

【欠席者】 

農業委員会会長         岩田 信男 

 

議 題 

（１）みどりと景観計画改定の位置づけ・改定について 

（２）現行計画の概要とアクションプランの実施状況について 

（３）市民アンケート調査の実施について 

会議資料 

・次第 

・みどりと景観計画改定の位置づけ・改定について 資料１ 

・現行計画の概要とアクションプランの実施状況 資料２ 

・市民アンケート調査の概要 資料３ 

・参考資料 
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会議内容 

１ あいさつ 

水津座長： 

私、みよし市は三好池が大好きでよく行くのですが、今日、実は早めに出て三好池

でお弁当食べながら風景を見ておりましたら、隣で、筒がたくさん並んでいる笛を吹

いている男性が、昭和メロディーかジブリのような曲を吹いていました。聞きながら

お弁当を食べていたのですけど、ハッと見たらドローンを今度は飛ばし始めて、市民

が三好池を本当に楽しんでいるなと、そんな光景に遭遇いたしました。 

僕は、碧南の景観計画と長久手市の景観計画に携わりましたが、碧南はかれこれ 17

年ぐらい景観の調査で関わっていましたし、長久手は大学がある市で、２０数年ぐら

い関わっていて、良く知っている中での計画の立案でした。みよし市に関しては、三

好池はよく知っているのですけど、それ以外はあまり理解していなかった中で、今回

のご指名ということだったので、ちょっとこれからいろいろみよし市の全体像を俯瞰

しながら関心を持っていきたいなというように思います。 

それから、計画に緑と景観が合わさっているのも僕は初めての経験ですが、非常に

緑が景観に与える影響は大きい。緑を愛する人たちが思い描くようなことをいかにこ

の計画の中にうまくブレンドできるかということが一つ肝かなと思います。 

また、碧南では、三矢先生と実はいろいろと関わりがあって、鉄道を活用した公園

にする計画では、ずいぶん市民の方に関わっていただきました。碧南の景観計画は、

かなり市民の声を拾いながら景観計画の作りを緩く始めて、みんなが守りたいという

ものが固まってこればその効力を発揮して、景観計画も成功するというような、そう

いう低く始めて将来高く目指すという計画だったのですけれど、同じような構造を実

は長久手でもやっていました。なので、市民というのが一つの大きなキーワードかな

と思っています。何かそういう形でうまくまとまりがつくといいなという期待を持っ

て臨んでおります。よろしくお願いいたします。 

 

２ みどりと景観計画改定の位置づけ・改定について 

三矢委員： 

確かにパークＰＦＩの動きをみよし市としてどういうふうに受け止めるのかって話

で、先ほどの発言だと今後考えなければいけないみたいな言い方だったので、現状は

パークＰＦＩを使って何かやっているというのはないということですか。 

事務局： 

現状ではないのですけど、市内にある公園でできないかどうか検討しているところ

です。 

三矢委員： 

検討に入っている公園はあるのですか。 

事務局： 

現在、パークＰＦＩをやるというところは今のところはないです。ただ、先ほど座

長さんが言われたように三好池がみよしにとっては魅力なところなので、そこでアン

ケートなど取りたいなとは思っていまして、魅力調査と言うのですかね、それを見て

やれるかどうか、あと民間さんがやる気が無いとやれないっていう話になりますから、

そこも含めながらまだ温めているという状態です。 

三矢委員： 

分かりました。一般論として、パークＰＦＩというのは民間事業者が儲かるなとい

う何かきっかけがあって、担い手が出てこないと成り立たないので、確かにみよし市

さんだと三好池あたりが狙い目かなと思いました。また、既に名古屋だとか岡崎も含

めて色々な事例が出てきているので、一般論として善し悪しがあるというか、非常に
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よかったねという側面と、大丈夫かなみたいな事例もいくらか出てきているので、そ

ういうのを上手く知見を生かしながらやれるといいかなと思います。 

それともう一点、これは感想というかコメントですけど、都市農地みたいなものの

位置づけが国の方で色々変わってきたというのがあって、みよし市さんの詳細を存じ

上げずに発言するのですけど、一つのイメージというか考え方として、今、日本全体

が人口縮小だとか、空き家が増えたりということがあって、市街地が宅地として残れ

る部分と、人が減ってきちゃってどうするかみたいな、オープンスペースをどうにか

するとか、緑地にするとか農地にするとかっていう話があるものですから、今回もせ

っかく緑と景観を統合的に考える計画を作るのだとすると、ひょっとして市内の局所

的に人が減りつつあるようなエリアがあれば、宅地と農地の、あるいは緑地の上手な

共存の在り方を考えるみたいなのもトピックスになりそうだなと思いました。 

水津座長： 

パークＰＦＩって大きな公園がだいたい対象になりますよね。企業が入って儲かり

そうだっていう算段ができる規模というのが多分あって、大概大きな公園が対象にな

るのですけど、僕は市民に影響が大きい近隣の小さな公園が、もっと生まれ変わるチ

ャンスがあるんじゃないかなという期待はすごく持っています。そこに儲かるかどう

かの議論、考えだけでいくと、なかなか業者が入って云々っていうことは難しいのか

もしれないけど、逆に言えば、そういうところに市民の参加チャンスっていうのが多

分あって、公園が生まれ変わるところもあるかなっていう気はするので、大きな民活

をするっていうところと、市民が協働で何か変えていくみたいな公園のリノベーショ

ン、生まれ変わるための算段みたいなものが、公園法の改正でＰＦＩだけじゃない要

素が含まれているのではないかなという期待はしておりました。 

それから、都市農地の考え方ですけども、元々生産緑地ってなるべく都市計画上欲

しい緑地を増やしたいがために、保留地をたくさん増やして、将来お金ができたら買

い上げるから農地のままにしといて、その代わり税制優遇するからっていう法律です

よね。ところがなかなか実績としては買い上げるという余裕が、経済もなかなかうま

くいっていなくて、たぶん事例がほとんどないのだと思うのですけども、その中で農

地っていう状態そのものの価値が上がってきたみたいなところも、一方であるのかな

ということで、都市農地を例えば公園にしたり、都市計画的に緑地にしたりするため

の保留地ではなくて、農地そのものに価値があるという考え方からどう位置づけるの

かっていうのが、面白いところかなと思います。みよし市なりのユニークな位置づけ

方ができるとすごく面白い要素だなと思いながら聞いていました。 

松井委員： 

私もそうなのですけど、25年住んでいますが、最近また発見するみよしの良いとこ

ろ、例えばこういうところが知らなかったとかもたくさんあります。多分、ここに出

席されている方も、先生方が特にそうですけど、小さな公園も含めてですけど主要な

ところ、多分現地を知らない。そういうところをしっかり見ておかないと、ここで意

見を出したくてもよく分からない。例えばここは見ておいてほしいという場所があれ

ば、委員の方に案内差し上げて、団体で見に行くのも手ですけど、時間がある時に見

といてくださいっていうようなことをやっていただくと、意見も言いやすくなるかな

と思います。 

水津座長： 

なるべく情報を共有した状態でないと議論ができないっていうご指摘ですね。現地

を見るみたいな機会があると良いですが、この全体の中のプログラムに関わってきま

すね。またご検討ください。 

鰐部委員： 

新しくまちができた三好丘のようなところ、そういうところにはない、小さな昔か
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らの部落というのがあるのですよね。これは要するに神社だとかお寺というものがあ

るわけですけど、それがだんだんと衰退していまして、現状はお寺さんもいなくなっ

てしまって、そこを何とか行政区の者が管理をしているわけです。それとか、神社で

はお祭りをやっているわけですけど、行政の方は一切手を加えることができない。し

かしながら、だんだんと世の中が変わってくると、そういう神社だとかお寺だとかそ

ういうものが荒廃してきちゃうというように思うのです。何とか少しでも行政の方か

ら手を加える事ができないかなと思うわけですけども、私も一生懸命になって少しで

も荒廃しないように桜の木を植えてみたり、ビオトープを作ってみたり、自然が残る

ようにしたいのですが、やっぱり一人や二人の力ではなかなかできないものですから、

行政の方からも少しでもここに補助金が出たり、管理する費用を出していただけるよ

うな状況になってくると良いと思います。近ごろは樹木を植えておくとそれを管理し

なきゃいけないからすごく手間暇かかるので、生垣があるところを伐採しているので

す。なぜかというと、それを毎年剪定していかないと、維持ができないものですから、

全部伐採して鉄のフェンスを作った方が、その後何もやらなくてもいいと、そういう

ふうに変わってきてしまうのですね。緑の景観がなくなってしまう。緑を残すと、本

当に木が 1本でもあればそれを毎年剪定していかなければいけない。やらないとモサ

モサになってしまう。そういうようなところがまだたくさん残っているわけですね。

みどりと景観計画の中の何かの位置づけで手を加えていただけるようなことがある

と、ありがたいなというふうに思うわけです。新しくできたまちは、そういうものが

残っていないものですから関係ないと思いますけど、是非そういったところも検討の

中に入れていただけるとありがたいと思います。 

水津座長： 

緑地の中で神社とかそういう宗教系が占める割合は一定量あると思います。そうい

うことに対する手立ては大きいっていう話ですけど、何か市の方で行っていることは

ありますか。 

事務局： 

神社とかいわゆる鎮守の森と言うのですかね、昔ながらの森が集落とかに残ってい

るのを保全していくということで、みよし市としても懸念していまして、現在市内で

17箇所ございまして、行政区さんに報奨金を交付して、草刈り、下草刈り、枝払い作

業をしていただいています。市の方はそういったサポート、支援をしている状態です。 

水津座長： 

この神社の鎮守の森とかも、神社施設というふうに捉えるというよりは、コミュニ

ティの一つの核になっているということだとか、地域の協働の場所だとか、それから

緑地を確保するという観点からの支援というのは確かにあってもいいのかなと思いま

す。先ほどの流れの中で、生垣とか、あるいは道路の並木なんかもそうですけど、管

理上の色々なトラブルとか問題や市民からの意見があると思うのですけど、そういう

ものが総合的に緑をめぐる市民のコミュニティの在り方みたいなものが改善していく

と、そういうものもうまくいくのかもしれないですね。 

「みどり」とつけたことでものすごく幅広い影響力を持つ基本計画になる要素があ

ると思うのですけど、そういうようなことが波及効果として生まれるような組み方に

できるといいなと思いました。 

田中委員： 

一市民の考え方で読ませていただくと、資料 1-2 のところにあるみどりと景観計画

の位置づけ・改定についてのところで、着眼点がありますよね。①のところで、関連

する法の改正とあります。多分行政の方が考えられるとやっぱりこうなるのだなと私

思っちゃって、関連する法って何で改正されたのだろうっていう原点が元々あるはず

で、法が改正されたからここに着目しようではなくて、その原点のところをもう少し
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深堀しなきゃいけないなと思っています。ここの着眼点でいいのは、②で社会情勢の

変化とあって、我々から見ると、まずこれなんじゃないですかねと。SDGs の話なん

ていうのは、ここ数年でものすごく盛り上がっていて、一番最初にみどりと景観計画

ができたときは、それほどでもなかったものが、今はすごく盛り上がっている。それ

から今日市役所の庁舎に入らせていただいた時に看板があって、みよし市はゼロカー

ボンって書いてありましたっけ？のことが書いてあって、これもものすごく大事なこ

とになってきて、このみどりと景観計画を考える時に、カーボンニュートラルってど

うやってやっていこうかねっていうのを絡めないといけない情勢になってきていると

思っています。私の意見を整理すると、改正された法に準じて諸々を実施していくと

いうのは大事ですけど、その根底にある要因って何なのかなというのを、先ほどどな

たかが言われたように、実際に緑を見て歩きながら考えるということが大事だと思い

ます。一例といたしましては、参考資料の 2 ページ目、3 ページ目のところに緑被エ

リアというのがあって、みよしってやっぱり緑が多いところなのだなというのがこれ

でよく分かるのですが、例えば、境川をずっと歩いて保田ヶ池とか三好池を見てみる

と、確かに緑で覆われているのだけど、雑草じゃない？というところもたくさんあり

ます。景観という意味では雑草じゃやっぱりいけないと。今度は、保田ヶ池公園なん

かを何か被写体になるものがないかなと思って歩くと、景観としてはすごく綺麗なの

だけど、この資料 1にあったような生物と共存していく環境という意味においては、

緑しかなくて、カラスとちょっとした鳥ぐらいしかいなくて、生物との考え方ってど

うなっているのだろう。例えば、この緑を維持するために薬物をどんどん撒くなんて

いうことは本末転倒かなというところ。そのためにはものすごく努力が大事で、手作

業でさっき言われたような下草刈りどうするのっていうところは本当に手作業でやっ

ていかないといけないところはあるのですけど、そういうような今あるところの、こ

んなところ嫌だなというところをピックアップしながら社会情勢とかを考えて、この

計画を作っていけたらいいのかなというように感じました。 

事務局： 

委員がおっしゃられたように、１番目に法の改正を持ってくるというところは、確

かに行政の目線でそういうふうにしてしまっているところは反省しているのですけど

も、やはり一番大きなのは社会情勢の変化であると。そういった社会情勢の変化が法

を改正することにつながっているというのが順番じゃないかと思いました。 

清原委員： 

先ほど田中さんが言われたことは、私も一部同意する部分もあると思うのですけど、

まず最初の、第１回目の我々への説明として、これは適切かなと思っています。田中

さんが言われているようにＳＤＧｓとかああいった事と絡めていくのは、今後話し合

われる、もっと分かり易く市民の方に伝えていくというのは、今後行われるのだろう

なというふうには考えております。おそらく、資料 1を市民の方に話をしても、興味

も湧かないし、一緒にやっていこうという気にはなってもらえないと思うので、市民

の方に伝えるときはもっと分かり易く、目的を絞ってお伝えすることが必要かなとい

うふうに感じています。参考資料の中に、都市における緑の機能で４つ大きな項目が

あって、それぞれ３つ項目があるので１２項目あるのですけど、今回この活動におい

て、おそらくこれを全てやっていくというのは、非常にお金もかかる、人もかかると

いったところで、もう少し的を絞って活動をやっていかないと、なんだか分からない

けど期間だけ過ぎて、目につくところだけやって、市民からすれば何か変わった？と

いうくらいにしか伝わらないと思うので、段階を経てなのか分かりませんけど、そこ

は今後の計画と話し合いになると思うのですけど、もっと市民の方々に我々がこれか

らやろうとする活動を一緒にやっていただくにあたって、まずステップ１としてこう

いう事をやっているんですということを伝えることが重要かなというふうに思ってい
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ます。私も緑化計画のアイデアを自分なりにパーッと出してきたのですけど、やっぱ

り市民を巻き込んだ活動にしていかないとダメかなと思っているので、いかに我々が

やろうとしている活動を市民の方に伝えて一緒にやってもらえるか。また、楽しそう

とか、一緒にやろうと思ってもらえるか。みよしって正直あんまりいいところないっ

て子供達からの意見があるんです。何もない、誇れるところがないよねって言われて

いるんですよ。でもたぶんそれは作れるんです。ないのではなくて我々が作ればいい

話であって、それはおそらくみんなでアイデアを出してやればできると思うので、そ

ういった活動にできればなというふうに僕は感じております。是非とも若い世代の人

たちが、みよしに行ってみよう、遊びに行ってみようとか、そういったことを思って

くれるような場所にしていけたらなと思っております。 

水津座長： 

４点あったかと思います。１つは市民にちゃんと届くような分かり易さが必要であ

るということと、事業化するときにはプライオリティをつけて、集中的に効果が出る

ようにやった方がいいのではないかということと、あと市民を巻き込むということと、

何もないと言われないように効果を見える化してほしい、この４点ぐらいだと思いま

すが、何か市からのコメントをお願いします。 

事務局： 

今委員がおっしゃられたように、今、ご紹介した緑の機能は広範囲にわたってある

のですけども、その中の景観機能っていうのが景観計画とも重なり合って一体の計画

になっているというところがこの計画の特徴なのですけども、この計画自体は的を絞

ってっていうのが確かに効果的だというのは分かりますので、一旦幅広く設定してそ

の中の的を絞ったこれというのを計画の中に入れられたらいいかなと思っています。

あと、議題２の方でも説明するのですけど、アクションプランという取組がいくつか

ありますので、この中にそういう特徴的な市民が分かり易いような取組を設定してＰ

Ｒしながらやっていくワークショップであったりとか、そういったものができるとい

いかなというように考えてはいますので、大変参考になる意見ありがとうございまし

た。 

 

３ 現行計画の概要とアクションプランの実施状況について 

三矢委員： 

水と緑のアクションプランのところで、２６番で私自身が住民参加をやっているの

で、気になりながら聞いていたのですけども、２６番というのは新設というか、新し

く公園を作るときに住民参加をやりますよという意味ですかね。それに対して今後の

展開としては、今ある公園の再整備にどういう風に住民が関わっていけるのかってい

うあたりも意識を持っていけるといいかなと思っていて、直接参考になるかは分から

ないですけど、例えば私が日頃います岡崎市においては、５～６年前の緑の基本計画

の見直しの時に新しい制度で公園愛護運営会という仕組みが導入されまして、これは

従来公園愛護会という維持管理のための補助制度が元々あったのですけど、それに加

えて活用というか維持管理だけじゃなくて、地域としてこの公園を活用するためのグ

ループを作ってくれた時に色々な規制緩和が受けられたりだとか、補助金が出たりと

いう新しい仕組みができまして、今岡崎市内では公園愛護運営会が活躍している公園

が１０個くらいあるんです。そういうのをうちのＮＰＯとしてお手伝いしてきた経験

から思ったのが、せっかくうちの公園全然使われなくて草がボーボーなんだけど、も

っと子供達に愛される場所にしたいねって言って地域の方々が関わり始めた時に、一

番最初のネックになるのがトイレが古すぎるとか、色々な既存の設備とかハードの見

直しも一定程度必要になってきて、そういう意味で市民が主体的に公園に関わるって

いう計画上はソフトの話と、一方でハードとして設備を直すっていうところが結構統
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合的に運用できるといいよねっていう話が実はあって、岡崎市の緑の基本計画では、

以前に公園愛護運営会という制度を作って、その数年後に本格的な緑の基本計画を見

直すときにそこをリンクさせるというか、前提として岡崎市においては身近な公園

等々で２５０個ぐらいあるらしいのですけど、毎年せいぜい２～３個トイレを直した

いっていうものなので、なかなかトイレが直らないというか、設備の更新がなかなか

追いつかないというのが岡崎市の実態としてあります。ということで、地域の皆さん

が頑張ると、そのハード整備の順番が繰り上がるというか、そういうような工夫も実

はできる様にはなっているので、ひょっとしてみよし市さんは周りが住宅でそんな配

慮はいらないのかもしれないのですけど、岡崎みたいな状況からすると、どこでもか

しこもハード整備が行き届かないので、むしろ地域が頑張って公園をもっと良くしよ

う、緑を良くしようという動きがあるところについてはちょっと手を入れるところも

順番を繰り上げるとかも含めて、お金の使い方を変えるということをやっていますの

で、そんな話が参考になればと思いまして、僕が言いたいのはまさに既存の緑地とか

公園を良くするっていうところにあたっても市民参加がうまく位置づくといいなとい

うのが私からの提案です。 

水津座長： 

ありがとうございます。２８番が住民参加による維持管理っていうのがあるのです

けど、これはただ維持するということですが、もっと良くするみたいなことに市民が

関わるチャンスが増えるとよりいいのではないか、そういう目標もこの中に含めても

いいのではないかっていうご提案だと思うのですが、いかがでしょうか。 

事務局： 

みよしの場合は、既存のリニューアルっていうのは今までほぼやっていないです。

未整備の公園の整備を先に進めていくということで、とりあえずは、適正な維持管理

をさせていただくというところで終わっているという状況です。委員がおっしゃられ

たように、今後整備が進んでこれば、リニューアルということもありますので、その

場合には、市民参加の提案の中でやっていけるということを計画の中に、具体的には

どういう形で取り組めるのかはありますが、必要なのかなとは思います。 

水津座長： 

これは僕の経験で申し訳ないですが、公園ってどう設計すると市民に喜ばれるかっ

て結構分かりにくいと思います。つまり、平等なサービスの分配という意味からする

と、どこもかしこもみんな同じになる。だけど、実際には地域ごとで、子供の遊び方

だとかによって、既存の遊具がいらない代わりに土手があるといいとか、そういうこ

とで改変されていった公園はものすごく活性化しているけど、お金をかけて現状を維

持しているところは、綺麗に現状が維持されているんだけど、あんまり活性化してい

ないみたいなこともあって、既にある公園というのはある意味でずっと社会実験をや

っているようなもの。なおかつ、そこに反響を取り入れながら公園が脱皮していくた

めにはすごく重要なデータがずっとそこには存在している。やっぱりそれを上手く利

用するスタートを早く切った方がいいのではないかなと思います。なので、大きな整

備にお金かけて整備するのは新しい予算が必要ですけど、それよりも市民の方々がそ

ういう目でその公園を見て、もっとこうした方がいいっていう仕組みを作っていくの

は、それほど予算が必要なわけじゃないので、そういうことがとても求められている

ことなのではと思います。 

松井委員： 

随分先に向けた話ですけど、計画を改定するということで、新しく策定されるとい

うことですけども、今回の資料もそうですけど文字ばかりで、イメージしにくいです

よね。私たちはどちらかというとイメージできる方かもしれませんけど、それだと見

てる方もおこっちゃうかもしれないので、ビジョンを作るにあたって、積極的に見え
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る、イラストでも景観の絵でもいいですし、事例でもいいのですけど、ビジュアル的

に示していかないと、伝わりにくいのかなと。先ほど広報のところ色々中央の画面で

見ていますけど、文字が多いとどうしても理解に苦しむ。ましてや資料を見ると全然

分からないので、そのへんの絵を入れていただきたいことと、あと一方で、市の高齢

化がどんどん進んでいまして、緑化しても、うちの行政区もそうですけど、落ち葉を

嫌がる人がいっぱいいらっしゃるのですよ。その落ち葉を今は集めて燃やしたりして、

先ほどＳＤＧｓの関係でリサイクルを上手にやっていく、そういう仕組みを作ってい

くとか、そういうことをやっていかないと続かないのかなと。実際剪定もしませんし、

先ほどもおっしゃられた、切ってフェンスに変えちゃうとかいう方も出てきちゃう。

そのへんをどううまくやっていくかというのも仕組みが大事だと思います。いずれに

しても私が言いたいのは、もうちょっと分かり易く、緑の将来像って平面図があるの

ですけど、これを見ていても全然意味が分からないので、もうちょっと絵を入れなが

ら上手に伝えていかないと、市民にも伝わらないというふうに考えています。 

水津座長： 

計画書の作り方そのものに対するご意見ということですね。分かり易くもっと理解

を可能にする工夫があるといいなというご意見ですがいかがでしょうか。 

事務局： 

現行の計画を１１年前に作った時に、景観自体のイラストもそれなりに入っていて、

今回ピックアップしたのが結構理念的なものが多かったので絵も少ないという事情も

ありますけど、委員がおっしゃられるように、やっぱりイラストとかを入れるという

のは一目で理解を促すようなものなので、そういったものはより多く取り入れていき

たいなと思っています。 

水津座長： 

それは今の事例でもありますよね。役所の発行する計画書もなるべく市民が理解で

きるようにかみ砕いて伝えるという努力をしようということはあると思います。より

今回もそういう努力をした方がいいのではないかなと思います。 

鰐部委員： 

この資料の中の４９番～５２番の工場、事務所の緑化の推進とありますよね。工場、

事務所の緑化の推進となっていますけども、一般家庭の庭だとか生垣、そこらへんの

ところもプラスアルファしていただいて、今、現状一生懸命生垣だとか庭を維持され

ている方、それタダではないですよね。結構費用をかけてやっておられるのですけど、

だんだんとこれが重荷になってくると、今言われたように生垣はみんな切っちゃって

フェンスにしようだとか、庭の木はやめとこうじゃないかとか、そういうふうになっ

ていかないように、ここに工場だけでなく、普通の家の方もプラスアルファ入れてい

ただけるとありがたいですね。それからここにコンテストや表彰制度とありますけど、

カーテンコンテストだけじゃなくて、そういうふうに一生懸命管理されている方とか、

そういう生垣をきちっと整備されているところとか、そういうところも見てあげると、

またみんな一生懸命になってやろうと。一時家を建てたら生垣をやりましょうという

推進がみよし市でもあったと思いますけど、それが途切れちゃって、今は全然そうい

う話がないような気がするのですけど、一時ありましたよね。家を建てたら必ず生垣

をやりましょうというような、法的なものはなかったと思うのですけど、それをやっ

て推進しようというような事もありまして、今現在残っているのは、子供さんが生ま

れたり新築されたりしたときには、市が緑の木を贈呈されて、これもずっと進んでい

ると思いますけど、そういう木を植えて少しでもみよし市が豊かに良くなればいいか

なというふうに思います。 

水津座長： 

４５番、これは新たな生垣の設置に対する助成なんですか。 
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事務局： 

そうです。ブロック塀を改修することも含まれます。 

水津座長： 

そうすると、生垣を維持するための支援ではないということですね。 

鰐部委員： 

そうですね。今現在生垣をしっかりやっていただけるところに対しても見てあげる

といいのではないかなと。新しく設置するだけじゃなくて、そういうところも考えの

中に入れられるといいかなという気はするのですけど。 

事務局： 

そうですね。制度の検討などは、今も生垣の設置件数が少ないというところもあり

ますので、そういったご意見も取り入れながら、制度を検討していけたらなと考えて

います。 

田中委員： 

やはりアクションプラン４５番についてなんですけど、平成２４年度に予算化をし

て実施して、計画の記載事項では年に２０件というところが、進捗を見ると、助成件

数がわずか年に１件。これって１０年間で莫大な差が出ちゃっている。そういうとこ

ろをもっと動かなきゃいけないのではないかなと私は思ったのですが、例えばこうい

うところの差についてはどのように分析されているかということをお伺いしたいの

と、もう一つ、アクションプランの３２番ですけど、愛知用水の上部利用というとこ

ろがあって赤文字になっているものですから、もうちょっと詳しく、これどういうこ

とを言われているのか教えていただけると助かります。 

事務局： 

一つ目の生垣の助成ですけど、問い合わせがホームページとか色々ＰＲしているの

ですけどなかなかなくて、こちらのＰＲ不足っていうのもあるかもしれませんけど、

年１件くらいでなかなかないというのが実情です。もっと活用という話を思っている

のですけど、先ほどからお話が出ている、生垣とかを設けてもやっぱり高齢化が進ん

でなかなか管理ができないという話も多いみたいです。実際に公園で一昨年整備した

ところがありますが、アンケートを取った中で、公園でも落葉が出ないようにしてく

れとか、別の方が言われたのは、自分の家も緑全部切って人工芝にしてしまうとかそ

ういう話も、高齢化がなかなか大変なのでやれないという話も、維持管理に手間がか

かるということもあって、今私たちが思っている緑の推進っていうのは、なかなか伝

わらないところがあるのかなというのが担当として感じたところであります。もう少

しＰＲはしていかないといけないと思っているのですけど、課題整理、色々もっと聞

き取りとかをして調査していきたいなとは思っています。 

二つ目の上部利用についてですけど、三好丘にお住まいの方ならお分かりかと思う

のですけど、三好丘の西側に、法面の下のところに境川と三好丘の法面の間に愛知用

水が流れています。それが埋管にされていまして、その上を上部利用、愛知用水の上

部を利用した緑道のことです。その整備を県の事業で市が負担金を出して整備をして

いるところです。今、県の方で事業を進めていまして、県営住宅のところまではでき

ました。そこからまた南の方へ、東名高速道路の方までつながる計画であります。 

田中委員： 

私ね、ここら辺を歩いて一番感動したのは、あそこの緑道です。私は遊歩道って呼

んでいたのだけど、あれ素晴らしい良い環境で、ジョギングとか散歩で使われている

方も多いし、すぐ手が届くところに緑があるっていう意味においては、素晴らしくい

いことだと思っていますので、もっとアピールされていいような気がします。 

事務局： 

「みどりのこみち」という名称でして、三好丘行政区の方は良くご存知かもしれま
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せんが、竹藪、竹林があるところがあると思うのですけど、この辺を地元の方が保全

活動をやったり、ひまわりやあじさいを植えたりというのを今やられている状況です。 

松井委員： 

今の４５番のところ、被せて質問させていただきますけど、この導入の制度の話が、

どういう風にＰＲ、先ほどホームページとか広報とかいろいろ話がありましたけど、

逆にこれ新築というか新規じゃないと出ないのですか。 

事務局： 

新規です。 

松井委員： 

となると、もう住んじゃった人はだめで、新築で市に入ってきて、整備している人

も手遅れですよね。そうなると、これのＰＲ先は開発される業者さんとか、法制度が

あるから買われる方に案内していただくとか、そういうことをやっていかないとたぶ

ん広まらない。使われない。業者さんの方に法制度があるから、義務的に買われる人

に案内していただいて、広報した方がもっと緑化が進むと思います。 

清原委員： 

意見ですけど、緑を増やす活動として「緑をまもる、つくる、ふやす、はぐくむ、

つなぐ」という風にあるのですけど、増やすこと自体はそんなに難しいことじゃない

のかなと思うのですね。それを、先ほどの生垣の話も同じですけど、管理をしていく

のが一番大変な部分なのかなと思います。市がやることにしても個人がやることにし

ても同じで、個人レベルでいくと生垣を設置しても管理せずに伸び放題とかそういう

ことになると、せっかくの生垣も逆に景観を悪くしてしまうので、私の個人的な意見

からすると、生垣設置の助成金なんかは不要だと思うのですよね。そういうお金があ

るならもっと違うところにお金を使った方がいいのではないかなと思って、意外と生

垣って近隣トラブルにもなりやすくて、伸び放題になってこういう時期になると落ち

葉になってそれが他の家に入ってなどのトラブルになるケースもあるので、無理して

こういった助成金を作る必要もないのかなと思います。私ちょっと仕事の関係でアメ

リカとかに赴任していたことがあるのですけど、アメリカってものすごく景観良いで

す。何でそこまでいいかと言うと、本当にお金と労力をかけてそれを守ろうとしてい

るのですよね。なので、景観を守ろうとすると、ある程度のお金と労力を絶対かけな

いと守れないかなと思います。アメリカだと、家の芝生とか伸びていて近隣の人から

クレームが入ると、ある程度の回数によっては追い出されたりするのですね。なので、

みんなお金と労力をかけて本当に綺麗に維持管理しています。それはもう本当にまち

全体でやっているので、その自然の残し方もすごく無理して景観を作るのではなく、

自然のままうまく管理していて、見ていて本当に気持ちがいい。ああいうことを多分

やっていかないと、なかなか難しいのかなというふうに思いました。 

あと、新たに公園をつくるっていう部分があったと思うのですけど、今ある部分の

管理がなかなかできていないことを考えると、新たに作っても今度またそこを管理し

ていくお金とかも増えていきますので、今ある公園をもっとレベルアップさせて管理

しやすいものにしたりとか、定期的に各公園を市民の人も巻き込んで色々なアイデア

を出してもらってこういう風にしたいという場を設けて、そこでお金をかけていくと

か、一緒に景観を保つために掃除したりとか、そういったことを市民の人を巻き込ん

でやっていった方がいいのかなという風に思います。 

水津座長： 

予算を組んでそれで何かを作るというのではなくて、市民自身の負担が増えるよう

なコミュニティとか意識というものを高めることの方が大事なのではないかというご

意見ですね。そういう政策なり方針みたいなものをもっと盛り込んでそこを評価して

いくみたいな、何かそういうことがあった方がいいのではないかというご提案だと思
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うのですが、いかがですか。 

清原委員： 

多分仕組み化をしておかないと、今回こういった活動で一時的に良くなっても、仕

組化しておかないと何年か後には同じことになってしまうと思うのですね。だから、

そこを進めていった方がいいのかなというふうに思います。 

松井委員： 

一つそれに関連して意見がございますが、市内一斉美化活動という取組、あれは公

園が対象じゃないですよね。公園の近くに住んでいる人は自主的にやってらっしゃい

ますけど、逆に公園をターゲットにしたそういう美化活動みたいなのをエリア毎でや

れば、年に数回は綺麗になるのかなという気がします。 

三矢委員： 

すごく重要な論点だなと思ったので発言するのですけど、みよし市さんの場合でい

くと、市民一人当たりの公園面積とか緑地面積がまだ伸ばししろがあるというか、新

しく作ることに力が注がれているのかなという印象を受けています。一方で大きな社

会のトレンドとして、すごく僕が危機意識を持っているのが、岡崎市でもすごく顕著

なのですけど、例えば公園の維持管理を担っている愛護会っていうのがありまして、

岡崎市内だと全部の公園の６割ちょっとくらいが愛護会が、要するに地元で管理して

いるのですね。どういうことが起きるかというと、愛護会の担い手のほとんどは老人

会なんです。一方で、老人会を解散する例が増えているとか、愛護会を解散する例が

増えているということがありまして、それは緑を守っていく上で大きな問題になるん

です。３０年、４０年前だったら、まずは緑を増やしましょう、公園を増やしましょ

うと。それは概ね、多分老人会とか子ども会とか町内会がきっと何とかしてくれるだ

ろうみたいな、緩やかな勢いで作っても地域がそれを受け止める体力があったんだけ

ど、今そういうのが危ういというか、もちろん行政がやり切れるっていうことならそ

れはそれかもしれないけれど、地域との連携の中で緑を守っていきたいねと思った時

に、従来考えていた緑の守り手が弱体化している可能性があるというか、みよし市さ

んの場合だと多分地区によってだいぶ差がありそうだなというか、ある程度コミュニ

ティ力があって、公園とか大丈夫ですという地区もあれば、うちの地区はコミュニテ

ィ力が薄いのでそういうことを言われてもできません、みたいな地区もあるのかなと

思うので、緑を守り、育むための体制と、実際に緑を増やすということを、要するに

以前はある程度緩やかに作っていればなんとかなる時代だったかもしれないのだけ

ど、今後は一緒に考えていかないと危なそうだなっていう、社会の変化を上手く取り

込んだ計画になるといいなという感想です。 

水津座長： 

そこら辺は多分、みよし市さんも問題意識として見ておられる。今までがどうして

も新規のものを作るベースでやられているということですので、今は変革期にあると

いうご認識ではないかなと思っています。なので、こういった今日の意見なんかは、

それを変える大きな原動力になると思っております。 

大野委員： 

難しい言葉をあまり使えなくて、みんなに伝わるかどうか分からないですけど、普

段生活している実体験として、三好丘の方に住んでいるのですが、やっぱり新しい住

宅、新しいと言ってももう２０年くらい経つのですが、色々な地方から来た新しい住

宅地なんですね。最初はみんな若かったのですけど、今私たちの歳か、子供が成人し

ていたりとか、お孫さんがいるところも多くて、先ほど何人かの方が言われたように、

お庭の木はやっぱりどんどん減っているのです。私は、庭いじりとか好きなので自分

で脚立に乗って切ったりとかするのですけど、そういうのを億劫と思う人もいて、そ

の場合にさっきの４５番のような助成ではなくて、今あるものをどこかに頼んで切っ
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てもらうといい、よくシルバーさんにお願いしたいというのがあって、電話をみんな

お友達もしているのですけど、もう半年以上空いていないとかなるのですね。それで、

他の業者に頼むと、ちょっとぼったくられたりするのですよ。近所の方も、木１本２

０００円で切りますと言われて、シルバーさんを待てないから、自分達でも切れない

からお願いしようと思って切ってもらったら、木から出ている幹１本につき２０００

円。どうしても旦那さんとかがいない時に切ってもらうと、もう怖くて払わざるを得

なくて、それならもう手がかからないようにしようとか、子供達も育ってみよしには

いないから、とにかく簡単でこれからお金がかからないようにしようという話にやっ

ぱりなるのですね。その時に市の方で、例えばどこかに剪定をお願いした時にいくら

か助成をしてもらえるだとか、そういうのがあるといいなと思ったのが一つと、私ワ

ンちゃんの散歩で近くのひばりヶ丘公園だとか桜公園とか三好丘緑地の公園の方によ

く行くのですけど、あれはどこが草刈りをしているのですかね。行政区ではなくて市

が草刈りの時期を決めて草刈りをされているのですか。 

事務局： 

三好丘地区の公園はシルバ―が草刈りをやっています。 

大野委員： 

頻度はどこが決めているのですか。 

事務局： 

年３回草刈りをやるような契約を確かしていたと思います。シルバーも先ほどお話

があったように、昔はシルバーの人も、上手に剪定する人が何人もみえたみたいです

けど、今は人が少ないみたいで、なかなかローテーションもうまくいかないようです。

シルバーは元々造園経験者の方がやっているわけではないですから、今後、作業内容

に応じて造園業者を入れることを検討している状態です。 

大野委員： 

新しいことにどんどん取り組むとか、新しい公園を作ったり、新しいものを作るこ

とにはお金をかけずに、草刈りをもうちょっと頻度を増やしてもらいたいです。芝生

のところは１年の半分以上使えない状態です。膝ぐらいまですぐ伸びちゃって、ワン

ちゃんの散歩でも入れないし、小さい子は全然遊べないし、汚いから若い人がジュー

スとかを飲んでも捨てていくのですよね。そういうのを散歩のとき拾ったりはするの

ですけど、全然後を絶たないと言うか、見えなきゃいいかなという感じがあります。 

事務局： 

すみません。非常にご迷惑をかけております。 

大野委員： 

主婦の間でどこに言えば草刈ってくれるのって話しています。 

事務局： 

公園緑地課に言っていただければ、こちらで対応しますし、もし関係する部署であ

ればその対応はするようにいたします。 

大野委員： 

私は分かったのですけど、多分他の人は分からないですよね。例えば、草が伸びす

ぎているとか、ゴミが落ちているとか、何かしてほしいことがあったらここに連絡を

くださいというのを立てておいてもらうとか、そういうものがあるとすごく助かるな

と思います。 

水津座長： 

前半が緑の管理に関する困難性が、結局無くしてしまおうっていう判断につながり

やすいっていうことをおっしゃった。後半は実際に色々な困ったことが起きた時に誰

に相談したらいいかが分からないという問題だと思うのですけど、今とにかく市民か

らダイレクトに所轄、担当、市役所みたいな関係で困難をたらいまわしにしているよ



 13 / 18 

うな状況になりがちだと思うのですけど、例えば市民が、シルバーさんって元市民で

すから、むしろ身近な同じ自治区に住んでいらっしゃる方の中で、造園業者さんから

アドバイスを受けながらちょっと練習でできるような人たちがいて、ちょっとくらい

のことだったらもうみんなやってあげるよ、みたいな人たちがコミュニティとして選

別していければそんなに不安にならないだろうし、業者さんにやってもらうようなこ

とがあってもそれは高いんじゃないのって誰か言ってくれる人がいるっていうこと

で、不安が減るということもあると思うので、市民と行政の間あたりにもう少し色々

な可能性をこれから、そこを今色々言っているのではないかなと思うのですね。 

大野委員： 

こっちの希望とかはだいぶかけ離れたところにあるのかなというふうに思います。 

水津座長： 

とにかく市にクレームをつけるということしか手段がないみたいになってしまうこ

と自体に、色々な不可能性が生まれているのではないかなと思う。 

大野委員： 

公園もこの間少し遊歩道は整備されたのですけど、せっかく整備するなら転んでも

痛くないような素材にしてくれればよかったのにとか、電灯がすごく暗いからこんな

のあってもなくても一緒じゃないかとか、そういうのが結構あるので。 

三矢委員： 

それもある意味景観といえば景観だと思うので、まちを点検するというか、不具合

を直していくということと、水津座長がおっしゃったように、行政がやるのかやらな

いのかとか、シルバー人材がやれるのかやれないのかという選択肢の少なさが非常に

今課題なのではないかなと思っていて、考え方としては、ボランティアグループが緑

もお手入れ大好き人間集合みたいなグループが関わるということもあるかもしれない

し、それはボランティアでやれるのか、いやいやある程度コミュニティビジネスみた

いな感じで、比較的割安に近所のお宅だったらお手伝いします、みたいな事業化する

可能性もあるかもしれないし、いやいや造園業者さんがある程度これぐらいまでは安

くやれますとか、分からないですけど何かしらのルールでやるとか、行政が補助金を

入れるというような感じで、事業者なのかボランティアグループなのかコミュニティ

ビジネスなのか、色々な選択肢はあるはずなので、そこら辺をみよしモデルとして、

しかもみよしの中でも僕の中でやっぱり地区によってだいぶコミュニティの調子が違

う、僕は、１０数年前にみよしで仕事をしていたので多少分かっているつもりなので

すけど、その地域の違いはうまく読み解きながら、緑をどういうふうにお守りできる

のかっていうのは知恵の出しどころじゃないかなと思いました。 

櫻井委員： 

私は新屋区に住んでいて、カブトムシ公園っていうのが近くにあるのですけど、そ

こで子供達が毎日夕方に遊んでるんですね。そこはシルバーさんが定期的に木の剪定

だったり雑草も刈ってくれて、すごく綺麗によく手入れしていただいているなと感じ

ます。トイレも多分毎日ぐらいやってくれているし、すごく感謝しているんですね。

三好公園もよくウォーキングをするのですけど、本当によく木の剪定だったり落ち葉

を回収するトラックとかが来たりとかして、トイレも多分毎日綺麗に掃除されている

しというのがあって、私は結構頑張っていただいているのではないかなと感じていま

す。 

水津座長： 

今日は最初なので、フリーに発言していただいておりますけど、色々な課題点があ

りそうだなという感じは見えてまいりました。 

４ 市民アンケート調査の概要について 

松井委員： 
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この市民アンケートですけど、資料２の今後のスケジュールを見る限り、このアン

ケートの結果に基づいて色々な計画を作っていくということになっていくのだと思い

ます。ざっとアンケートを見せていただくと、さっきすごく話題になっていたのだけ

ど、緑を増やそうとか育もうっていうお金はもういいから、どうやって今の緑を上手

に維持していくか、シルバーさんとどうやって一緒になってやっていくかとか、地域

の人と一緒になってやっていくかというのを、我々一市民は考えているのだけど、こ

のアンケートはそこではなくて、次何やろうにいっちゃっているのかなという気がし

て、この結果だけで動くと、悪いことを言っているつもりはないのだけど、また生垣

に助成金出そうかの話が出てきそうな気がしてしまいました。生垣みたいな質問もあ

りましたよね。そうじゃないよね、やっぱり今までの１０年間を振り返った時に、ご

めんなさい、私もトヨタの人間なものですから、こういう課題を与えられるといつも

言われるのは、何が課題なんだ、問題なんだというのを抽出して、必ず世の中には問

題があるからそこを埋めていくということをしないと次へ進めないと思っていて、こ

のアンケートだけではちょっと方向を見失うのではないかと懸念しています。否定し

ているわけではないけど、そういうふうに見えてしまうかなという感じがします。 

水津座長： 

これ読み解き方として何かそういうことが分かるような部分ってありますかね。松

井委員がおっしゃられたように、新たに作るというよりは、今のものを守ったり育て

たりするようなことの市民の意識をもっと知りたいというようなこと、あとはどの辺

でそれが分かる感じですか。 

事務局： 

委員におっしゃっていただいた項目につきましては、例えば質問の問１０、緑の保

全というところは今あるものをどういった形で保全していくかというところの話の項

目であります。また、問９、緑を残していきたいということも、残しながら、でもそ

れは残すだけじゃなくて保全もしていかないといけないというところはセットだと思

いますので、少し増やすというところの項目もアンケートには記載はさせていただい

ているのですけども、委員にお話いただいたように、増やすだけではダメで、今ある

ものをどういった形で保全していくか、質を高めていくかというところを、いかに全

て、アンケートとしては広い形で色々な質問はさせていただいているのですけど、特

に大事だというところ、今回のお話も聞いた中で、やっぱり保全、質を高めるという

ところをアンケートの部分から切り取って、それを形として方向性を整理していきた

いと考えております。 

水津座長： 

これはもうスタートしているものなので、これを変えることはできないのですけど、

今度、分析から委員の方々が実感されていることと、実際の結果が対峙しているのか、

あるいはそうだなっていう形になるのかはまた結果を見ながら確認できれば良いかな

と思います。 

松井委員： 

秋にみよし市の政策推進部っていうところが市民アンケートを行っています。これ

の中にも一部これに近い内容が書いてありますから、その結果もうまく使ってやって

いったらどうかなと思います。 

水津座長： 

このアンケート以外にも活用できるものはどんどん使おうということですね。もし

そういうのがありそうだったら是非出してください。 

三矢委員： 

意識調査というかアンケートなので、主観が抽出されるということだと思います。

やはり委員会の運びとしては、次回は客観の情報ももらえるといいかなと思います。
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緑の守り手として、みよし市だとこういう団体だよとか、こういう方々がシルバーを

やっているとか、そういう客観情報も明らかにしてもらって、そこがどういう課題を

抱えているとか問題があるのかとかうまくいっているとか、そういう全体像が見える

ような資料も教えていただけると、議論が次回上手く運びそうだなって思いました。 

水津座長： 

２回目の材料が今市民アンケートだけを議論するみたいに見えるのでね。 

三矢委員： 

あと、今日の会議の中でも実際この地域で色々と活動されている方々ばかりなので、

実際に委員の方からも情報を寄せてもらえれば、結構地元ではこんな苦労、緑の守り

活動にはこういう課題があるよとか、こういう良いやり方があるよみたいな話とかも

寄せてもらいながら、このアンケートはアンケートで尊重しつつ、もうちょっとプラ

スアルファの情報があった方が計画策定はうまくいくのではないかなと思いました。 

水津座長： 

それは色々集められそうですか。 

事務局： 

今までは考えていなかったのですけど、検討します。 

清原委員： 

過去にもこういったアンケートって色々多分やられていると思うのですけど、どれ

くらいの率で返ってくるのですか。今回どれくらいを想定していたのですか。 

事務局： 

回収率はどこのアンケートもだいたい４割前後だと思います。 

清原委員： 

多分先ほどおっしゃられていたように、このアンケートだけでは違った方向に行く

可能性もあるとは思うので、このアンケートを受けて、１回議論して、また次のアン

ケートとかいう事も考えられていますか。もうこれで終わりですか。 

田中委員： 

それにプラスして言うと、アンケートするのにも費用がかかるものだから、そう簡

単には増やせられないのだけど、ここの出席されているメンバーには区長さんもいら

っしゃるし、自治区でやったらタダなんですよ。印刷代くらいで終わっちゃう。 

清原委員： 

僕もそう思っていて、この前あったさんさんの郷でのフェスだとか、ああいったと

ころで利用すればもう少し回収率も上がるし、お金もかけずにやれるのかなと思って、

今の時代なのでこれからのことも考えると、デジタルでやれるように市民の方に、み

よし市のアンケートは、これだけじゃなくて、ＱＲコードとかを読んで必ずそこでや

るというようなものを作っておけば… 

田中委員： 

そしたらそれ作るだけであとはタダだね。 

清原委員： 

印刷もする必要もないし、そういったことも合わせて考えていければいいのかなと

思います。 

水津座長： 

力強いご意見ありがとうございます。これはこれで結果を出したとしても、それプ

ラスもっとこういう意見を聞きたいという場合はそういう可能性もあるということで

すね。 

僕もちょっと質問があって、この１０００名のランダム抽出ですけど、結果的には

地域区分が６つあるのでしたっけ。それの中でランダムに抽出した人たちがそれぞれ

何人ぐらいになっているかというデータはあるのですか。つまり、地域ごとの特性み
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たいなものも知りたい要件だと思うので、あまりどこかに偏りすぎていても困るので

はないかなと思って、そういう調整はされたんでしょうか。 

事務局： 

そうですね。今回ですと地域区分が全部で６つございまして、基本的には均等に分

けてはいるのですが、人口比率の関係で三好丘地域の人口が多いという特徴もありま

すので、そこは少し多くなっています。 

水津座長： 

ランダムとはいえ、調整はしたということですね。 

事務局： 

はい、そこは調整しました。 

水津座長： 

では、一応今日の議題３つについてご意見を様々に言っていただきましたが、全般

を見て一つだけ思いついた意見があるので喋ってしまいますけど、冒頭にみどりと景

観のハイブリッドっていう非常にユニークな構造になっているのですけども、その割

にはみどりの基本計画と景観の基本計画がバラバラに進行している印象がどうしても

拭えなくて、水と緑のアクションプランは「まもる、つくる、ふやす、はぐくむ、つ

なぐ」っていうこの考え方はすごくいいなと思っていて、同じように景観に関しても

こういう座組でやれば、同じ例えば「つなぐ」あるいは「はぐくむ」に関して、緑と

景観がどう協働できるのかみたいなことも考えやすくなると思うのですね。なので、

それぞれ専門的に色々な分類の仕方が多分あったのだと思いますが、クロスさせてい

くということから言うと、どちらも共通基盤にした方が考えやすくなるのではないか

なというのは、うまくいくかどうかは分からないのですけど、そういう考え方でもう

一回考えてみる、検討する価値があるのではないかということを思いましたので、一

度ご検討いただきたいなと思います。 

事務局： 

最初に松井委員から市の公園など数箇所見ておいた方がいいのではないかというご

意見がありました。今後の策定委員会の中では、事前に見ておいていただいた方が有

益な議論にもなってくると思いますので、あまり日にちはありませんが、第２回の前

までに事前に見ておいていただきたいと思います。また場所については、事務局から

ご案内させていただきますので、よろしくお願いします。 

水津座長： 

それに関係するのですけど、アンケートを取ったり意見を聞いたりするのがだいた

い冬なんですね。一番緑に関わって行動している時にはそういうのは無くて、だいた

い落ち葉が散った後に始めるというのも、色々なタイミング上仕方ないのかもしれな

いのですけど、先ほど逆にもっと実直に色々市民の声を聞きたいみたいなそういうリ

サーチだったら、もっと季節の良い時期に、みんながそういうことを楽しんでいる時

期にやると、もっと色々なことが出てくるのではないかなという気はいたしました。

なので、現地を見に行くこととか、それから市民の声を聞くというのは何か緑を楽し

むのが盛り上がっている時期にやれるといいのではないかなという気がします。 

清原委員： 

今回、私達が色々な意見を出させてもらった中で、意見に対してのフィードバック

ってどこかであったりするのですか。 

事務局： 

一度、議事録をまとめまして、次回の会議の時にそういったご質問であるとかそう

いった内容については、回答させていただきます。 

清原委員： 

是非そこをお願いしたくて、我々も言いっぱなしになるのも嫌ですし、皆さんと議
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論していいものを作っていくというためにこういった委員会ができたと思っているの

で、是非我々の意見に対して、できないものはできないでいいのですけど、その意見

を拾ったことに対してどう考えているか聞かせていただいて、また違うアイデア出し

とかにつながっていけばいいかなと思いますので、是非よろしくお願いします。 

水津座長： 

議事録をどう作って誰が監査して確認するかとかは特にありませんか、どういう予

定ですか。 

事務局： 

こちらの委員会が性質上、附属機関とか審議会みたいなものとは異なっていて、も

う少しフランクな委員会なのですけど、議事録は私どもの委託業者さんと一緒に作り

まして、それをホームページにあげるという流れでやっております。 

水津座長： 

こういうことを言ったはずなのに入っていないとか、こういうことは言っていない

のだけど、みたいなのを確認するタイミングはないですかね。 

 

事務局： 

１回お送りして、またそれを訂正してってやっていると、掲載に時間がかかってし

まいますので、１回載せるのは載せさせてもらいたいんですけど、お気づきになった

ら、ホームページには必ず載せるので、お気づきになったらここはこういうニュアン

スだよというのを言ってもらえれば訂正は可能です。 

水津座長： 

掲載の予定はいつ頃ですか。 

事務局： 

４週間以内です。 

水津座長： 

そうするとたぶんこの録音を文字化して、それを皆さんに配布してチェックバック

して直すと、それ以上かかってしまう？ 

事務局： 

そうですね…どうでしょう… 

清原委員： 

例えば今日集まっているメンバーで、メールが見れない人はいますかね。 

水津座長： 

メールによるやり取りが難しい方はいないですか。 

清原委員： 

であれば、例えば色々な行政の都合でチェックする期間は３日しかないよとか、仮

に短い期間だったとしても、一応自分の発言の意図が違うなみたいなのは嫌だなと。 

水津座長： 

例えば投げて、どうしても変えてほしい人だけが返信するというやり方で、返信が

無かったらＯＫというようにすれば、クイックに進められるのではないかな。 

事務局： 

アップして後日修正もできますが、事前が一番いいと思いますので、この後メール

アドレスをお伺いしようと思っております。 

清原委員： 

もしそこまでやるのであれば意見交換とかもメールで、多分この場で言えなかった

ことも、色々なアイデアとか意見を拾えると思います。 

水津座長： 

それらを蓄積していただいて、次の回の時に披露するという形がいいのではないで
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すかね。そうすれば会議に上がっていないことを出すことにはならないと思うので。

アイデアとしては出していただいていいのかなと思います。 

清原委員： 

そこも考えていただきたいと思います。 

水津座長： 

今日でも僕がこんなに市民の代表の方がたくさん出られて、これだけ発言される景

観の委員会というのは初めてです。なので、大変頼もしいと同時に、大変期待をして

おります。なので、是非うまく進むように図らっていただけるといいなとそういう気

持ちです。 

事務局： 

本日頂いたご意見等を踏まえまして、また次回の委員会を２月～３月頃を予定して

おります。日程などの詳細につきましては追ってご連絡、一報いたしますのでよろし

くお願いいたします。それでは以上を持ちまして第１回みよし市みどりと景観計画策

定委員会を閉会といたします。ありがとうございました。 

 


